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人口人口とと世帯数世帯数
１６年３月末（前月比）

(-２３７)25,452人　口
(-109)13,337女
(-128)12,115男

(-191)21,481富良野

(-23)2,630山　部

(-23)1,341東　山

(-78)10,524世帯数

(-66)9,084富良野

(-7)1,038山　部

(-5)402東　山

平成１７・１８年度改築を目標にＪＲ富良野駅東側に

富良野協会病院
改築予定地が決定3
２歳児の幼稚園入園が可能に

幼児教育特区 認定6
みなさんの活動を応援します 市の補助事業紹介8

新しい医師を紹介します 富良野協会病院9

ごみの不法投棄は× ごみをみだりに捨てると罰せられます10

市民の声11
まちのできごと

ズームアップふらの12
ふらのの元気を紹介します！

われら ふらの人　　　14

くらしの情報16

健康情報  21

今月の一枚  編集後記22

占冠村
今年も鵡川の
　　　ラフティング！

　占冠村を流れる鵡川は、北海道でもトッ
プクラスのエキサイティングリバー。落差
が大きく川幅がせまいので「このスリル感
がたまらない」と毎年大人気！
　自然に圧倒されながら下るツアーを、ぜ
ひ体験してみてください。

�問 産業課商工観光係　�５６－２１２１

中富良野町
総合スポーツセンタープール

オープン！！
　総合スポーツセンタープールが、５月
１日にオープンしました。屋内にあり、
泳ぐだけでなく健康増進のための歩行用
プールも完備しています。
利用期間　５月１日～１０月３１日

�問 総合スポーツセンター　
�４４－２３２３

上富良野町
日の出公園オートキャンプ場
４月２５日�日 オープンしました！

　「ラベンダーの丘」で知られる日の出公
園に隣接するオートキャンプ場の２００４年
の営業を開始しました。アスレチック施設
もあり、デイ（日帰り）キャンプの利用も
大歓迎です（利用には事前の予約が必要）。

�問 日の出公園
　オートキャンプ場管理棟
　　　　　　　�３９－４２００

南富良野町
カヌー・ラフティング
　　に挑戦しませんか
　湖面にカヌーを滑らせながら見上げる
景色に感動！空知川の急流をゴムボート
で下るラフティングのスリルに絶叫！
　初めての方でもご家族でも気軽に楽し
める各種スクールとツアーを用意してお
待ちしています。

�問 南富良野町観光協会　�５２－２１１２

Contents目 次
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平成１７・１８年度の改築を目標に
ＪＲ富良野駅東側に

昭和１５年の開院から６３年が経過し老朽化した北海道社会事業協会
富良野病院（協会病院）の改築予定地が決定しました。協会病院
の意向に沿った面積の確保、平成１７・１８年度の改築に対応できる
場所として、市では現在地を含めた３カ所の候補地を選定し協議
をすすめてきましたが、このほどＪＲ富良野駅東側の土地を改築
予定地とすることで協会病院と合意しました。この予定地には民
有地などがあり、今後、地域医療の充実などを説明し理解と協力
を求める話し合いを進めていきます。また、富良野沿線の医療の
中核を担う地域センター病院としても位置づけられている協会病
院。その改築予定地の決定に至った経過と市のこれまでの対応を
お知らせします。
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昭
和　

年
の
開
院      

１５

       
か
ら　

年
が
経
過

６３

　

社
会
福
祉
法
人
北
海
道
社
会
事

業
協
会
富
良
野
病
院
（
通
称
〜
富

良
野
協
会
病
院
）
は
、
昭
和　

年
15

8
月
に
現
在
地
に
開
院
し
、　

年
63

が
経
過
し
ま
し
た
。

　

昭
和　

年
に
は
、
道
内
で
８
番

51

目
の
地
域
セ
ン
タ
ー
病
院
と
し
て

指
定
を
受
け
、
現
在
、
内
科
や
外

科
な
ど　

科
の
診
療
を
行
っ
て
い

12

ま
す
。

　

地
域
セ
ン
タ
ー
病
院
は
、
地
域

住
民
の
一
番
身
近
な
診
療
機
関
で

あ
る
診
療
所
（
一
次
医
療
機
関
）

と
連
携
を
図
り
一
次
医
療
か
ら
の

入
院
の
受
け
入
れ
や
専
門
的
な
外

来
医
療
を
行
う
二
次
医
療
の
中
核

病
院
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

老
朽
化
な
ど
に
よ
る   

       
改
築
問
題
が
浮
上

　

現
在
の
建
物
は
老
朽
化
が
進
ん

で
き
て
お
り
、
地
震
な
ど
の
災
害

時
の
危
険
性
や
多
様
化
す
る
医
療

ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
の
医
療

の
充
実
に
向
け
た
施
設
の
拡
張
の

必
要
性
な
ど
か
ら
、
病
院
の
改
築

問
題
が
出
て
き
ま
し
た
。

　

協
会
病
院
か
ら
は
敷
地
面
積
は

１
万
坪
、
平
成　

・　

年
度
で
改

１７

１８

築
し
た
い
と
の
意
向
が
出
さ
れ
ま

し
た
。

改
築
等
に
係
る          

         
懇
話
会
を
設
立

　

市
は
、
現
在
地
を
中
心
市
街
地

活
性
化
基
本
計
画
の
中
で
「
医
療

ゾ
ー
ン
」
と
し
て
指
定
を
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
敷
地
面
積
を
６
８

０
０
坪
ま
で
拡
張
し
、
現
在
地
で

の
建
て
替
え
が
で
き
な
い
か
を
協

議
・
検
討
す
る
た
め
、
平
成　

年
１４

２
月
に
協
会
病
院
、
医
師
会
、
市

の
３
者
で
構
成
す
る
地
域
セ
ン

タ
ー
病
院
の
改
築
等
に
係
る
懇
話

会
を
設
立
し
ま
し
た
。

　

こ
の
懇
話
会
で
は
、
現
在
地
で

の
改
築
の
可
能
性
を
い
ろ
い
ろ
な

角
度
か
ら
協
議
・
検
討
を
し
て
き

ま
し
た
が
、
市
街
地
再
開
発
事
業

で
実
施
し
た
場
合
の
建
築
年
度
の

問
題
（
病
院
側
の
希
望
す
る
年
度

ま
で
に
は
実
施
が
難
し
い
）、施
設

の
規
模
に
合
っ
た
面
積
の
確
保
や

駐
車
場
の
確
保
な
ど
の
問
題
、
療

養
環
境
の
問
題
、
さ
ら
に
富
良
野

市
だ
け
で
な
く
沿
線
の
二
次
医
療

圏
の
地
域
セ
ン
タ
ー
病
院
と
し
て

の
位
置
づ
け
か
ら
、
懇
話
会
の
ま

と
め
と
し
て
平
成　

年　

月
に
、

１５

１１

現
在
地
か
ら
の
移
転
も
選
択
肢
の

一
つ
で
あ
る
と
の
報
告
を
受
け
ま

改築予定地の選定など
市の対応について

これまでの経過をお知らせします

し
た
。

議
会
特
別
委
員
会
の   

                       
設
置

　

中
心
市
街
地
で
の
医
療
機
能
の

充
実
・
強
化
を
目
ざ
し
た
「
医
療

ゾ
ー
ン
再
編
整
備
事
業
」
な
ど
に

つ
い
て
調
査
審
議
を
行
い
、
課
題

の
洗
い
出
し
と
解
決
に
向
け
た
対

応
を
す
る
た
め
、
中
心
市
街
地
活

性
化
（
地
域
セ
ン
タ
ー
病
院
に
係

る
）
特
別
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、

協
議
・
検
討
を
行
っ
て
い
ま
す
。

改
築
に
向
け
３
つ
の   

          
候
補
地
を
選
定

　

市
と
し
て
は
、
富
良
野
沿
線
の

二
次
医
療
圏
の
地
域
セ
ン
タ
ー
病

院
と
し
て
の
役
割
と
住
民
が
安
心

し
て
生
活
で
き
る
た
め
の
医
療
の

充
実
は
、
行
政
の
責
務
で
あ
る
と

認
識
し
、
面
積
の
問
題
、
沿
線
か

ら
の
利
便
性
な
ど
を
考
慮
し
な
が

ら
、
で
き
る
限
り
協
会
病
院
の
希

望
す
る
面
積
の
確
保
と
改
築
実
施

年
度
に
対
応
す
る
た
め
、
現
在
地

の
他
に
駅
東
側
、
人
材
開
発
セ
ン

タ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
候
補
地
と
し

て
検
討
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

改
築
予
定
地
を          

          
駅
東
側
に
決
定

　

現
在
地
に
つ
い
て
は
、
希
望
す

る
改
築
年
度
（　

・　

年
度
予
定
）

17
18

に
改
築
す
る
の
は
非
常
に
難
し
く
、

ま
た
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー
の
用
地

は
、
今
後
高
度
医
療
に
対
応
す
る

た
め
に
施
設
の
規
模
を
拡
張
す
る

場
合
な
ど
に
用
地
の
確
保
が
難
し

い
と
判
断
し
ま
し
た
。

　

駅
東
側
の
用
地
は
、
民
有
地
、

団
体
用
地
な
ど
が
あ
り
、
地
域
医

療
の
充
実
な
ど
を
説
明
し
理
解
と

協
力
を
求
め
る
話
し
合
い
を
進
め
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改築予定地
ＪＲ富良野駅東側
面積　約７,７００坪（約２５,０００㎡）

３つの候補地
●は候補にあがった場所　
です。

改
築
に
あ
た
っ
て

　

協
会
病
院
の
改
築
に
あ
た
り
、

今
後
は
次
の
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

●
急
性
疾
患
患
者
を
中
心
と
し
た

医
療
ニ
ー
ズ
に
応
え
、
最
良
の
医

療
を
提
供
す
る
こ
と
。

●
基
幹
病
院
と
し
て
市
民
や
沿
線

地
域
住
民
の
た
め
の
予
防
・
健
康

増
進
事
業
の
充
実
や
人
工
透
析
室

の
集
中
化
。

●
近
隣
に
は
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
、

老
人
保
健
施
設
が
あ
る
こ
と
か
ら

新
し
い
医
療
福
祉
ゾ
ー
ン
と
し
て
、

さ
ら
に
駅
前
再
開
発
事
業
で
健
康

増
進
型
施
設
も
建
設
さ
れ
る
こ
と

に
よ
り
、
保
健
、
医
療
体
制
が
よ

り
一
層
充
実
さ
れ
住
民
に
貢
献
で

き
る
体
制
づ
く
り
。

　

現
在
の
施
設
跡
地
に
つ
い
て
は
、

中
心
市
街
地
活
性
化
に
向
け
利
活

用
の
方
法
な
ど
を
今
後
協
議
・
検

討
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、

必
要
面
積
が
確
保
で
き
る
こ
と
や

沿
線
か
ら
の
交
通
の
利
便
性
と
救

急
体
制
の
充
実
も
可
能
で
あ
る
と

判
断
し
第
一
候
補
地
と
し
て
選
定

し
ま
し
た
。
病
院
側
も
こ
れ
を
了

承
し
、
市
議
会
中
心
市
街
地
活
性

化
特
別
委
員
会
に
報
告
し
ま
し
た
。

市
の
支
援
内
容

　

住
民
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る

た
め
の
医
療
の
充
実
は
行
政
の
役

割
で
あ
り
、
次
の
と
お
り
支
援
し

ま
す
。

�
土
地
に
つ
い
て
は
、
富
良
野
市

を
拠
点
と
す
る
こ
と
か
ら
富
良
野

市
が
提
供
し
ま
す
が
基
本
的
に
は

現
在
地
と
の
等
価
交
換
と
し
ま
す
。

�
建
設
資
金
に
つ
い
て
は
、
沿
線

の
二
次
医
療
機
関
と
し
て
、
道
内

の
助
成
事
例
を
参
考
に
し
、
沿
線

町
村
と
と
も
に
事
業
費
の　

％
を

２０

助
成
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

保
健
課

�
３
９
‐
２
２
０
０

�
２
２
‐
０
９
５
０

電
子
メ
ー
ル

h
o
ke
n
-

 
 
  
 
 

k@
city.fu

ra
n
o
.

  
       
  
 
 
            

h
o
kka
id
o
.jp
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市
は
本
年
３
月
、「
幼
児
教
育
特
区
」
と
し
て

国
か
ら
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
市

内
の
４
つ
の
私
立
幼
稚
園
で
は
、
子
ど
も
が

満
３
歳
に
な
る
年
度
の
当
初
か
ら
入
園
で
き

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
家
庭
で
は
体
験
で
き

な
い
子
ど
も
た
ち
同
士
の
交
流
を
通
し
、
幼

児
期
の
社
会
性
や
自
立
性
を
養
う
こ
と
や
、

３
歳
未
満
の
子
ど
も
を
育
て
て
い
る
専
業
主

婦
な
ど
の
働
く
機
会
が
増
え
、
女
性
の
社
会

参
画
の
促
進
に
つ
な
が
る
こ
と
な
ど
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

２歳児の
幼稚園入園が可能に

幼児教育特区
認定
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富
良
野
市
の
幼
年
人
口
（
０
〜

　

歳
）
は
昭
和　

年
に
は
５
７
５

１４

６０

２
人
（　

・
６
％
）
で
し
た
が
、

２０

平
成　

年
に
は
４
０
６
７
人
（
総

１２

人
口
の　

・
６
％
）
に
減
少
し
て

１５

い
ま
す
。
こ
れ
は
核
家
族
化
や
女

性
の
社
会
進
出
な
ど
に
よ
り
、
子

育
て
と
仕
事
の
両
立
が
困
難
に

な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
や
精
神

的
・
肉
体
的
な
負
担
な
ど
の
影
響

に
よ
る
少
子
化
現
象
が
続
い
て
い

る
た
め
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

核
家
族
化
や
少
子
化
に
よ
り
兄

弟
や
遊
び
相
手
が
減
り
、
子
ど
も

た
ち
の
社
会
性
、
人
間
性
の
育
成

の
場
が
減
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

富
良
野
市
に
は
公
立
の
幼
稚
園

が
あ
り
ま
せ
ん
。
幼
稚
園
教
育
は

４
つ
の
私
立
幼
稚
園
が
担
っ
て
い

ま
す
。
家
庭
生
活
を
基
本
と
し
な

が
ら
も
、
家
庭
で
は
体
験
で
き
な

い
社
会
・
文
化
・
自
然
な
ど
に
触

れ
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
が
豊
か

な
人
間
性
を
育
み
、
創
造
性
を
養

う
幼
児
教
育
の
充
実
を
望
む
声
が

多
い
中
、
こ
れ
ま
で
幼
稚
園
で
は
、

満
３
歳
に
な
ら
な
け
れ
ば
入
園
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
少
子
化

に
よ
り
幼
稚
園
に
も
定
員
割
れ
な

ど
の
問
題
も
あ
り
ま
し
た
。

　

本
年
３
月　

日
に
、
富
良
野
市

１６

は
国
か
ら
「
富
良
野
市
幼
児
教
育

特
区
」
と
し
て
構
造
改
革
特
区
の

認
定
を
受
け
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
２
歳
児
（
そ
の
年
度
に
満
３
歳

に
な
る
２
歳
児
）
が
年
度
の
初
め

（
４
月
）か
ら
入
園
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
次
の
効
果
が
期
待

構
造
改
革
特
区
っ
て
何
？

　

地
域
の
活
性
化
を
目
ざ
す
た
め
、
特
定
の
地
域
の
規
制
を

緩
め
た
り
、
な
く
し
た
り
す
る
政
策
の
こ
と
で
す
。
こ
れ
ま

で
は
規
制
さ
れ
て
い
て
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
る
こ
と
で
、
経
済
の
活
性
化
が
図
ら
れ
る
な
ど
の
効
果

が
期
待
さ
れ
ま
す
。
で
も
、
そ
れ
な
ら
地
域
を
限
定
し
な
い

で
全
体
で
や
れ
ば
い
い
の
に
…
と
い
う
考
え
方
も
あ
る
で

し
ょ
う
。
し
か
し
、
全
国
一
斉
に
規
制
緩
和
を
す
る
こ
と
で

混
乱
を
招
く
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
ま

ず
は
特
定
の
地
域
で
規
制
を
な
く
し
、
そ
の
地
域
で
う
ま
く

い
く
よ
う
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
を
全
国
に
広
げ
て
い
こ
う
と
い

う
の
が
「
構
造
改
革
特
区
」
な
の
で
す
。

市
内
の
私
立
幼
稚
園

慈
恵
ひ
ま
わ
り
幼
稚
園

若
松
町　

番
１
号　

１１

�
２
２
‐
２
５
０
４

富
良
野
み
ど
り
幼
稚
園

扇
町
１
番
１
号　
　

�
２
２
‐
２
８
４
５

ル
ン
ビ
ニ
幼
稚
園

本
町　

番　

号　
　

１１

１０

�
２
３
‐
１
３
０
３

富
良
野
聖
園
幼
稚
園

桂
木
町
３
番　

号　
７３

�
２
２
‐
２
４
１
９

幼
児
教
育
特
区
の
問
合
せ

教
育
委
員
会�

３
９
‐
２
３
２
０

 
核
家
族
化
、
少
子
化
で

　
　

子
ど
も
の
健
全
育
成
に
影
響
が
…

２歳児の幼稚園入園が可能に

幼児教育特区認定

園
の
経
営
安
定
と
、
教
材
な
ど
の

購
入
に
よ
る
地
域
経
済
へ
の
効
果
。

●
保
育
所
の
待
機
児
童
が
解
消
さ

れ
保
護
者
の
子
育
て
に
対
す
る
不

安
が
軽
く
な
る
。

さ
れ
ま
す
。

●
２
歳
児
か
ら
の
４
年
間
の
教
育

の
定
着
に
よ
り
幼
児
教
育
の
充
実

が
図
ら
れ
る
。

●
保
護
者
に
対
す
る
子
育
て
支
援

に
よ
り
働
く
機
会
が
増
え
た
り
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の
参
加
な

ど
父
母
の
社
会
参
画
が
す
す
む
。

●
入
園
児
童
の
増
加
に
よ
る
幼
稚

 
国
か
ら
「
幼
児
教
育
特
区
」
に
認
定
さ
れ

　
　
　
　
　

私
立
幼
稚
園
で
２
歳
児
の
入
園
が
可
能
に
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国際交流事業 申込み／問合せ　企画振興課広聴広報係　�３９‐２３０４

　海外での交流を通して絆を深め、その経験をまち
づくりや地域活動に生かそう！
　市民のみなさんが行う国際交流に役立つ事業に
対して支援します。
　国際交流を積極的に行い、富良野の発展に役立て
る意欲のある方なら誰でも利用できます。みなさん
が計画する交流・研修活動にご利用ください。

●対象事業　平成１７年３月までに行う次の事業が
　　　　　　対象になります。
　　　　　①友好都市（シュラートミンク市）との
　　　　　　交流
　　　　　②国外における研修、調査
　　　　　③研修会、講演会、語学講座など
　　　　※他の補助金を受けて行う事業、観光、レ
　　　　　クリエーションを目的とした事業、営利
　　　　　に結びつく事業は対象になりません。

●対象者　市内で積極的に活動している人・団体

●補助額　交通費、滞在費など補助対象となる経費
　　　　　のおおむね５０％以内で、予算の範囲内で
　　　　　補助します（食費、通訳ガイド料、添乗
　　　　　員経費、保険料などは対象外）。

●締　切
　平成１６年
　６月２８日�月 まで

●その他
　募集締め切り後、審
　査委員会を開催し、　　　　　補助の可否と補助
　補助の可否と金額を
　決定します。

地域づくり推進事業 申込み／問合せ　企画振興課広聴広報係　�３９‐２３０４

　まちづくりに対する意識の向上と地域のコミュ
ニティ活動の推進を図るため、市民のみなさんの地
域活動を支援します。
　地域活動を積極的に行おうとする市民グループ
であれば、どなたでも利用できます。
　各種団体が行う、地域づくりに役立つ事業・活動

に対し費用の一部を補助しま
すので、気軽に相談ください。

●対象事業
　　　平成１７年３月までに行
　　　う次の事業が対象にな
　　　ります。
　　①調査研究、研修活動

　　　　②研修会、講演会などの開催
　　　　③その他、地域づくりのために必要な事業
　　　　　※他の補助金を受けて行う事業は対象
　　　　　　になりません。

●対象者　地域活動を積極的に行っている人・団体

●補助額　交通費、会場借上料、講師謝礼など補助
　　　　　対象となる経費のおおむね５０％以内で、
　　　　　予算の範囲内で補助します（食料費、人
　　　　　件費は対象外）。

●締　切　平成１６年６月２８日�月 まで

●その他　募集締め切り後、審査委員会を開催し、
　　　　　補助の可否と補助金額を決定します。

高齢者元気づくり事業 申込み／問合せ　ふれあいセンター　�２２‐２００１

　高齢者が明るく生きがいを持って生活できるよ
う、趣味やスポーツを通しての交流・活動など、元
気づくりの推進に取り組んでいる団体・愛好会を支
援します。気軽に相談ください。

●対象事業　高齢者が健康保持・増進、交流を図る
　　　　　　活動、事業。

●対象者　教養、趣味、スポーツなどを通して健康
　　　　　の保持・増進、交流活動に取り組む団体・
　　　　　愛好会。

●補助額　補助対象となる経費のおおむね５０％以
　　　　　内で予算の範囲内で補助します。

●締　切　平成１６年６月１１日�金 まで

●その他
　募集締め切り後、審
　査委員会を開催し、
　補助の可否と補助
　金額を決定します。

積極的な活動を行う方や団体の取り組みを支援するため、市では補助事業を行っています
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新しい医師を
紹介します
新しい医師を
紹介します 富良野協会病院

�２３‐２１８１

土金木水火月

●●●●●●午前
内 科

１１時まで●●●●午後

●●●●●午前
循環器科

午後

●午前
呼吸器科

午後

●●●●●●午前
小 児 科

１１時まで●予防/喘息乳児健診●●午後

●●●●●●午前
外 科

１１時まで午後

●●●●●●午前
整形外科

１１時まで専門外来専門外来午後

●●●●●●午前
産婦人科

１１時まで妊婦健診午後

●●●●●●午前
耳 鼻 科

１１時まで●●午後

●●●●●●午前
眼 科

１１時まで１１時まで●午後

●●●●午前
皮 膚 科

●●●●午後

●●●●●●午前
泌尿器科

１１時まで●●午後

●●●●●●午前
麻 酔 科

１１時まで１１時まで１１時まで１１時まで１１時まで１１時まで午後

新患　午前８時３０分から１１時３０分/ 午後１時から３時
再来　午前８時から１１時３０分/ 午後１２時３０分から３時平日受

付
時
間

新患　午前８時３０分から１１時まで
再来　午前８時から１１時まで(第２・第４土曜日は休診)土曜

整形外科の専門外来は予約が必要となりますので、外来でご確認ください。（注）

小児科専門外来は曜日の変動がありますので、外来でご確認ください。

診療日程

産婦人科

安田 　基医師

前任地
　吉村医院(愛知県)

泌尿器科

佐々木 寛医師

前任地
　中田泌尿器科
　病院（札幌市）

耳鼻咽喉科

本間 　裕医師

前任地
　旭川厚生病院

眼科

福本 敦子医師

前任地
　帯広協会病院

整形外科

白岩 康孝医師

前任地
　帯広協立病院

整形外科

三好 直樹医師

前任地
　市立札幌病院

外科

田原 宗徳医師

前任地
　町立厚岸病院
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ごみをみだりに捨てると罰せられます
ごみを定められた場所（ごみステーションなど）以外の場所に捨てたり、不適切な方法で処
理すると罰せられます。他人の土地や山林はもとより、自分の土地であっても大量のごみを
埋めたり、捨てたりすると「不法投棄」になります。

ご存じですか？
不法投棄を行った場合（未遂を含みます）

５年以下の懲役または
１千万円（法人は１億円）以下の罰金

右の写真は、山林
に不法投棄され
たごみです。不法
投棄が自然界に
与える影響は大
きく、景観をそこ
ない土壌や地下
水の汚染の原因
になっています。
ごみの不法投棄
をなくし、豊かで
美しい富良野の
自然を守ってい
きましょう。

富良野警察署管内の最近の事件
　市内の山林に自動車を投棄　　　罰金３０万円
　管内の山林に引越しごみを投棄　罰金２０万円

自然を破壊する不法投棄

私たちは、不法投棄を見過ごしません。
警察、市役所、地域住民が力を合わせ、ごみ不法投棄を監視します。

富良野市　富良野警察署

クリーンふらの 春の地域環境美化運動
５月９日�～１５日� 環境リサイクル課

�３９－２３０８
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こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
み
な
さ
ん

が
日
ご
ろ
思
い
感
じ
て
い
る
こ
と

や
、
意
見
・
提
言
･
質
問
を
掲
載
す
る

ペ
ー
ジ
で
す
。
手
紙
・
F
a
x
・
メ
ー
ル

　

で
み
な
さ
ん
の
声
を
お
寄
せ
く
だ
さ

　

い
。

　
　

紙
上
に
氏
名
は
掲
載
し
ま
せ
ん
が
、

　
　
　

内
容
の
確
認
な
ど
の
た
め
匿
名
で

　
　
　
　
　

の
投
稿
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

〒076-8555
富良野市弥生町1番1号
市役所企画振興課広聴広報係
Ｆａｘ23-2121
 富良野市メールフォーム
http://www.city.furano.hokkaido.
jp

　

週
に
１
〜
２
度
ハ
イ
ラ
ン
ド
ふ

ら
の
を
利
用
し
て
い
ま
す
が
、
気

に
か
か
る
こ
と
が
い
く
つ
か
あ
る

の
で
投
稿
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

こ
の
内
の
何
点
か
は
行
政
主
催
の

地
域
懇
談
会
の
後
に
改
善
さ
れ
た

も
の
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
大
半

は
改
善
や
運
営
方
法
に
つ
い
て
利

用
者
の
こ
と
を
少
し
で
も
考
え
て

い
る
の
か
疑
問
に
思
い
ま
す
。

�
下
足
ロ
ッ
カ
ー
で
す
が
、
行
く

た
び
に
注
意
し
て
い
る
の
で
す
が
、

お
金
を
入
れ
て
使
用
さ
れ
て
い
る

の
は
１
〜
２
割
の
よ
う
で
す
。
鍵

を
か
け
る
ロ
ッ
カ
ー
と
鍵
の
な
い

ロ
ッ
カ
ー
を
分
け
て
設
置
し
て
は

ど
う
で
し
ょ
う
か
。
今
の
ま
ま
で

は
余
り
に
も
だ
ら
し
な
い
と
思
い

ま
す
。

�
脱
衣
ロ
ッ
カ
ー
で
す
が
、
こ
れ

は
昨
年
以
来
大
幅
に
改
善
さ
れ
ま

し
た
。
し
か
し
こ
れ
も
地
域
や
団

体
の
行
事
の
と
き
な
ど
に
は
か
な

り
の
数
の
ロ
ッ
カ
ー
が
鍵
を
か
け

ず
に
使
用
さ
れ
て
い
る
た
め
、
開

け
て
み
る
と
使
用
中
だ
っ
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
空
き

ロ
ッ
カ
ー
を
探
す
の
に
苦
労
す
る

こ
と
が
多
く
、
一
層
の
改
善
を
望

み
ま
す
。

�
サ
ウ
ナ
風
呂
の
敷
き
マ
ッ
ト
で

す
が
、
朝
９
時
か
ら
３
時
こ
ろ
ま

で
ど
ん
な
に
込
み
合
っ
て
汚
れ
た

り
濡
れ
た
状
態
に
な
っ
て
も
交
換

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
３
時
以
降
は

１
時
間
に
１
度
交
換
さ
れ
て
い
る

よ
う
で
す
。
利
用
時
間
に
よ
っ
て

料
金
に
差
が
あ
る
わ
け
で
も
な
い

の
に
、
サ
ー
ビ
ス
に
差
が
あ
る
の

は
不
愉
快
で
す
。
フ
ロ
ン
ト
に
申

し
入
れ
た
の
で
す
が
、
朝
は
取
り

替
え
て
い
る
と
か
意
味
が
よ
く
分

か
っ
て
い
な
い
よ
う
で
し
た
。
最

近
は
、
サ
ウ
ナ
入
り
口
に
未
使
用

マ
ッ
ト
が
積
ん
で
あ
り
、
サ
ウ
ナ

利
用
者
が
自
分
で
マ
ッ
ト
を
使
い
、

使
用
後
は
使
用
済
み
の
場
所
へ
置

い
て
い
く
か
た
ち
を
と
る
と
こ
ろ

が
多
い
よ
う
で
す
。
ま
た
そ
う
で

な
い
と
こ
ろ
で
も
、
１
時
間
に
１

度
は
交
換
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

富
良
野
の
よ
う
な
と
こ
ろ
は
近
隣

で
は
見
か
け
ま
せ
ん
。

�
高
温
浴
と
中
温
浴
が
あ
り
ま
す

が
、
自
分
が
見
た
と
こ
ろ
高
温
浴

は　

・
５
〜　

・
３
度
、
中
温
浴

４０

４３

は　

・
２
〜　

・
０
度
の
間
で
変

４０

４３

化
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
１
日
に

何
回
か
高
温
浴
の
方
が
中
温
浴
よ

り
温
度
が
低
い
と
き
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
と
き
に
は
利
用
者
に

何
ら
か
の
説
明
が
必
要
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
高
温
、
中
温
と
は

名
前
だ
け
で
内
容
に
は
関
係
な
い

の
で
し
ょ
う
か
。
他
の
温
泉
で
は

担
当
の
人
が
浴
槽
の
温
度
を
測
っ

て
い
る
の
を
目
に
し
ま
す
。
こ
の

こ
と
も
フ
ロ
ン
ト
に
言
っ
た
の
で

す
が
、
言
っ
た
こ
と
の
意
味
が
よ

く
分
か
っ
て
い
な
い
よ
う
で
し
た
。

�
サ
ウ
ナ
風
呂
を
使
っ
た
後
、
そ

の
ま
ま
水
風
呂
に
入
る
ケ
ー
ス
が

多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
サ
ウ
ナ

利
用
者
が
水
風
呂
を
使
う
前
に
汗

を
洗
い
流
す
仕
組
み
を
考
え
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
入
浴
前
に
か
け
湯

や
洗
い
湯
で
体
を
洗
っ
て
入
浴
し

て
い
る
人
は
少
な
い
で
す
。

　

関
係
職
員
の
方
に
も
い
ろ
い
ろ

な
曜
日
や
時
間
帯
に
実
際
に
利
用

し
て
も
ら
う
な
ど
し
て
、
改
善
で

き
る
こ
と
は
考
え
て
ほ
し
い
で
す
。

そ
し
て
多
く
の
観
光
リ
ピ
ー
タ
ー

が
来
て
く
れ
る
施
設
に
し
て
く
だ

さ
い
。
そ
の
た
め
に
は
市
民
と
し

て
自
ら
の
い
た
ら
な
さ
を
反
省
し
、

で
き
る
こ
と
は
実
行
し
な
け
れ
ば

と
思
っ
て
い
ま
す
。

《
お
答
え
し
ま
す
》

�
と�
の
下
足
ロ
ッ
カ
ー
と
脱
衣

ロ
ッ
カ
ー
の
利
用
に
つ
い
て
は
、

盗
難
や
間
違
い
防
止
の
た
め
鍵
を

か
け
て
利
用
し
て
い
た
だ
く
よ
う

張
り
紙
な
ど
で
喚
起
し
て
い
ま
す
。

�
の
サ
ウ
ナ
風
呂
用
の
敷
マ
ッ
ト

に
つ
い
て
は
、
利
用
状
況
を
み
な

が
ら
対
応
し
て
き
ま
し
た
が
、
今

後
は
常
時
交
換
し
て
い
き
ま
す
。

�
の
浴
槽
の
温
度
に
つ
い
て
は
、

衛
生
上
、
一
定
の
時
間
に
一
定
の

量
の
お
湯
が
交
換
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
一
時

的
に
温
度
が
変
化
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
の
で
ご
理
解
を
願
い
ま
す
。

�
の
水
風
呂
、
入
浴
前
の
か
け
湯

に
つ
い
て
は
衛
生
上
の
観
点
か
ら

も
、
基
本
的
な
マ
ナ
ー
と
し
て
正

し
く
利
用
し
て
い
た
だ
く
よ
う
、

み
な
さ
ん
に
改
め
て
お
願
い
し
ま

す
。

　

今
後
と
も
快
適
に
利
用
い
た
だ

け
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

市
民
の
み
な
さ
ん
も
マ
ナ
ー
を

守
っ
て
の
利
用
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

農
林
課　
　
�
３
９
‐
２
３
０
９

ハ
イ
ラ
ン
ド
ふ
ら
の

�
２
２
‐
５
７
０
０

ハ
イ
ラ
ン
ド
ふ
ら
の
の

浴
場
を
利
用
し
て
い
て
気
づ
い
た
こ
と

緑
町  
男
性
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まちのできごと

いってらっしゃい…いってきます

富良野塾１９期生卒塾式
２１期生入塾式

　

３
月　

日�
、
富
良
野
塾
で

２８

卒
塾
式
が
行
わ
れ
、　

期
生　

１９

１９

人
が
２
年
間
の
塾
生
活
を
終
え
、

卒
塾
を
迎
え
ま
し
た
。

　

塾
長
の
倉
本
聰
さ
ん
か
ら
は

「
若
い
か
ら
い
つ
で
も
で
き
る

と
思
っ
て
い
る
と
永
遠
に
何
も

で
き
な
い
。
現
役
は
毎
日
変
革

し
て
い
く
こ
と
、
成
功
率
は
半

分
だ
け
ど
失
敗
を
恐
れ
な
い
で

ほ
し
い
。
明
日
の
こ
と
は
考
え

ず
、
今
日
を
生
き
る
よ
う
に
が

ん
ば
っ
て
ほ
し
い
。
い
っ
て

ら
っ
し
ゃ
い
」
と
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

卒
塾
生
を
代
表
し
て
白
浜
伸

治
さ
ん
か
ら
「
恩
返
し
は
せ
い

い
っ
ぱ
い
生
き
る
こ
と
で
す
。

胸
を
張
っ
て
い
っ
て
き
ま
す
」

と
お
礼
の
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。

　

式
終
了
後
、
卒
塾
公
演
「
谷

は
眠
っ
て
い
た
」
が
披
露
さ
れ

ま
し
た
。

ズズーームムアアッッププふふららのの

　

ま
た
、
４
月
６
日�
に
は
入

塾
式
が
行
わ
れ
、
ラ
イ
タ
ー
志

望
４
人
、
役
者
志
望　

人
の　

１５

１９

人
が
入
塾
、
新
た
に
塾
で
の
生

活
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

塾
長
か
ら
「
楽
し
い
２
年
間

を
過
ご
し
て
く
だ
さ
い
。
い
い

顔
で
卒
塾
を
迎
え
て
ほ
し
い
で

す
」
と
の
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。

　
　

期
生
か
ら
は
「
自
分
の
知

２１
ら
な
い
自
分
に
会
い
た
い
。
こ

こ
で
つ
か
み
た
い
も
の
、
そ
れ

は
夢
」
と
力
強
い
誓
い
の
言
葉

が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

式
に
続
い
て
、
開
塾
当
時
の

何
も
な
い
と
こ
ろ
か
ら
始
め
た

こ
と
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
と
始

め
ら
れ
た
、
電
気
を
一
切
使
わ

ず
に
過
ご
す
「
原
始
の
日
」
に

移
り
ま
し
た
。
ま
だ
寒
い
春
の

布
礼
別
で
、
塾
生
た
ち
の
い
き

い
き
と
し
た
姿
に
力
強
い
熱
意

を
感
じ
ま
し
た
。

ZOOM UP
FURANO
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ZOOM UP
FURANO

１００人のともだちをつくってください
　

４
月
６
日�
、
市
内
の
小
中

学
校
で
入
学
式
が
行
わ
れ
小
学

生
２
３
３
人
、
中
学
生
２
７
０

人
が
小
中
学
生
の
仲
間
入
り
を

し
ま
し
た
。

　

扇
山
小
学
校
の
入
学
式
で
は
、

２
年
生
に
手
を
引
か
れ
た　

人
５１

の
新
入
生
が
在
校
生
か
ら
の
大

き
な
拍
手
で
迎
え
ら
れ
元
気
に

入
場
し
ま
し
た
。

　

北
原
校
長
か
ら
は
「
歌
に
も

あ
る
よ
う
に
１
０
０
人
の
友
だ

ち
を
つ
く
っ
て
く
だ
さ
い
。
元

気
に
あ
い
さ
つ
を
し
、
友
だ
ち

や
先
生
の
言
う
こ
と
を
し
っ
か

り
聞
い
て
く
だ
さ
い
」
と
あ
い

さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

市
内
の
小
中
学
校
で

入
学
式

これからの富良野を築く新しい力
　

４
月
７
日�
、
ニ
ュ
ー
富
良

野
ホ
テ
ル
で
、
新
た
に
富
良
野

の
企
業
へ
就
職
し
た
方
の
歓
迎

会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
こ
の
歓

迎
会
に
は
新
就
職
者　

人
が
集

１７

い
ま
し
た
。

　

商
工
会
議
所
の
日
下
会
頭
か

ら
は
「
一
歩
一
歩
精
進
し
て
、

一
日
も
早
く
職
場
に
、
社
会
に

貢
献
で
き
る
よ
う
に
が
ん
ば
っ

て
く
だ
さ
い
」
と
激
励
の
言
葉

が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

新
就
職
者
の
鴇
田 
栄  
美 
さ

え
い 
み

ん
は
「
新
し
い
生
活
が
始
ま
り

ま
す
。
社
会
の
一
員
と
し
て
が

ん
ば
っ
て
い
き
た
い
で
す
」
と

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

新
就
職
者
歓
迎
会

豊かな看護の心を学びたい
　

４
月
９
日�
、
富
良
野
看
護

専
門
学
校
で
、
第　

期
生
（　

１１

３５

名
）
の
入
学
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

入
学
式
で
、
能
條
多
恵
子
校

長
か
ら
、「
人
と
向
き
合
う
こ
と

の
で
き
る
、
自
分
と
向
き
合
え

る
こ
と
の
で
き
る
人
間
に
な
っ

て
ほ
し
い
」
と
式
辞
が
あ
り
ま

し
た
。
続
い
て
新
入
生
を
代
表

し
て
市
内
出
身
の
田
代
ひ
ろ
み

さ
ん
が
「
病
気
や
障
害
を
持
つ

人
々
の
不
安
を
和
ら
げ
る
た
め
、

豊
か
な
看
護
の
心
を
学
び
た

い
」
と
力
強
く
誓
い
の
こ
と
ば

を
述
べ
ま
し
た
。

看
護
学
校
入
学
式

学生時代の入学式を思い出して！
　

４
月
８
日�
、
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
で
本
校
・
山
部
校
・
東

山
校
の
新
入
学
生　

名
と
大
学

２２

院
生　

名
の
入
学
式
が
行
わ
れ

１９

ま
し
た
。

　

川
島
学
長
よ
り
「
期
待
や
不

安
は
大
き
い
と
は
思
い
ま
す
が
、

今
ま
で
の
経
験
を
活
か
し
交
流
、

学
習
を
深
め
て
く
だ
さ
い
」
と

式
辞
、
新
入
生
代
表
の
須
藤
寛

さ
ん
は
「
多
く
の
仲
間
と
と
も

に
入
学
で
き
る
喜
び
を
感
じ
て

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
学
習
生

活
を
実
り
多
い
も
の
に
し
ま

す
」
と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

こ
と
ぶ
き
大
学

　

合
同
入
学
式
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Kenji Kasai

 
表
彰  
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

�
ス
ポ
ー
ツ
栄
誉
賞

竹
内  
智
香
（
ス
キ
ー
連
盟
）

武
田  
友
希
（
ス
キ
ー
連
盟
）

武
田  
千
夏
（
ス
キ
ー
連
盟
）

�
ス
ポ
ー
ツ
功
労
賞

青
木  
賢
章

（
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会
）

晴
�  
繁
一
（
ス
キ
ー
連
盟
）

加
藤  
幸
作
（
少
林
寺
拳
法
協
会
）

葛
西  
則
夫
（
軟
式
野
球
連
盟
）

高
橋  
秀
雄
（
軟
式
野
球
連
盟
）

�
ス
ポ
ー
ツ
賞

富
良
野
市
役
所
野
球
部

（
軟
式
野
球
連
盟
）

中
川  
ト
モ
子
（
卓
球
協
会
）

�
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞

武
田 　
 
薫
（
ス
キ
ー
連
盟
）

武
田  
里
江
（
ス
キ
ー
連
盟
）

高
橋  
勇
次
（
柔
道
連
盟
）

及
川  
貴
寛
（
ス
キ
ー
連
盟
）

岡
本  
洸
司
（
ス
キ
ー
連
盟
）

富
良
野
高
等
学
校
ラ
グ
ビ
ー
部

（
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会
）

上
野  
真
輝
・
増
子  
周
作

（
少
林
寺
拳
法
協
会
）

敬
称
略
・
カ
ッ
コ
内
は
推
薦
団
体

　　　　　写真の応募・問合せ先
市役所総務部企画振興課
富良野市弥生町１番１号

�３９‐２３０４

富
良
野
市
体
育
協
会

　
　
　
　
　

ス
ポ
ー
ツ
表
彰

　子どものころから小さな子の面倒を見るの
が好きでした。福祉の専門学校にいるときに保
育所へ研修に行き子どもたちと接し、保育士に
なりたいと思いました。
　子どもたちと生活をともにし、子どもたちの
自立の手助けをするのが今の仕事です。自分と
子どもがお互いに安心できる存在でありたい
と思っています。
　写真を撮るのが好きなので、これからの季節
はサイクリングをしながら風景などを撮りた
いですね。

葛西 賢治さん

葛西 賢治／かさい けんじ
２２歳  春日町

 富良野国の子寮勤務
平成１２年富良野高校を卒業後
専門学校に通い１４年４月に就職

中富良野町出身

はたらく若者



15 こうほう No.512

 
寄
付  
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

富
良
野
市
へ

富
良
野
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

帽
子　

２
５
０
個

養
護
老
人
ホ
ー
ム
寿
光
園
へ

横
手　

泰
子
（
麓
郷
）

絹
糸　

１
５
０
個

も
へ
や
毛
糸　
　

束
１５

フ
ェ
ル
ト　
　

枚
１５

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
へ

今
井　

貞
子
（
南
扇
山
２
）

蚊
帳　

１
枚

鯉
幟　

２
個

菊
池　

俊
彦
（
札
幌
市
）

環
オ
ホ
ー
ツ
ク

　
　

海
古
代
文
化
の
研
究　

１
冊

天
内　

繁
（
西
達
布
）

　
　
　
　
　

考
古
資
料　

土
器
他

　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
５
５
点

斉
藤　

朋
久
（
若
松
町
）

　
　
　

ジ
ョ
ン
バ
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト

敬
称
略

古
タ
イ
ヤ
屋
根
に
干
さ
れ
て
四
月
来
る手

代　

満
恵

芽
木
の
風
石
は
太
陽
偽
は
ら
ず

山
田　

無
月

風
そ
よ
ぐ
彼
岸
参
り
や
墓
碑
磨
く

根
本　
　

宏

日
の
ま
ぶ
し
家
族
総
出
の
種
下
し

石
倉
は
す
え

帰
る
雁
羽
を
休
め
る
空
知
川

鈴
木　

健
夫

再
会
の
時
を
待
つ
間
の
花
吹
雪

津
山　

洋
子

萌
葱
よ
り
色
変
わ
り
ゆ
く
花
の
芽
を

い
と
し
く
眺
む
朝
な
夕
な
に　
　
　
　

木
村
み
ど
り

春
う
ら
ら
ぽ
つ
く
り
咲
い
て
る
福
寿
草

蝶
も
来
そ
う
な
日
だ
ま
り
の
庭　
　
　

豊
島　

徳
子

早
春
の
土
の
香
り
に
む
せ
か
へ
る

ハ
ウ
ス
の
内
に
草
花
が
咲
く　
　
　
　

猫
山　
　

清

忙
し
き
日
々
の
早
さ
よ
ふ
つ
ふ
つ
と

命
の
中
よ
り
湧
く
短
歌
の
あ
り　
　
　

古
東　

悦
子

攻
め
ぎ
合
う
雪
の
さ
庭
の
給
餌
台

少
さ
き
世
界
に
声
立
て
居
り
し　
　
　

鎌
田　

敬
子

大好きな歌を歌ってあげると、とてもいいお
顔をしてくれます。

中田 尚太    さん 　７ヵ月　住吉町
しょうた

お姉ちゃんと一緒に初節句です。

　　　西出   紗 江   さん 　４歳　
さ え

　　　　　   千 恵   さん 　11 ヵ月　若葉町
ち え

お子さんの
写真を募集
しています！
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Information
くらしの情報

今
月
の
手
続
き       
皐
月 

５月

M
ay

今 
月
の
手
続
き       
皐
月

国
民
年
金

老
齢
基
礎
年
金

裁
定
請
求

市
税
の
納
期

昭
和　

年
５
月
生
ま
れ
（
満　

歳
）
の
方

１４

６５

誕
生
日
の
前
日
以
降
に
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

�
必
要
な
も
の

　

印
鑑
・
預
金
通
帳
・
戸
籍
謄
本
・
住
民

票
謄
本
な
ど

�
市
役
所
③
番
窓
口
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

軽
自
動
車
税
・
固
定
資
産
税
１
期

5月

M
ay

自
転
車
盗
難
の
予
防

　

富
良
野
で
は
自
転
車
盗
難
の
約

　

％
が
無
施
錠
で
し
た
。

５０大
切
な
財
産
を
守
る
た
め
に
次
の

点
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

�
自
宅
前
で
も
自
転
車
に
錠
を
か

け
ま
し
ょ
う

�
短
い
時
間
で
も
錠
は
必
ず
掛
け

ま
し
ょ
う

�
丈
夫
な
錠
を
２
個
以
上
掛
け
ま

し
ょ
う

�
防
犯
登
録
を
し
ま
し
ょ
う

防
犯
登
録

　

自
転
車　

５
０
０
円（　

年
間
）

１０

　

オ
ー
ト
バ
イ　

９
０
０
円
（
７

　

年
間
）

�問
 

富
良
野
警
察
署

�
２
２
‐
０
１
１
０

「
献
血
」
は
身
近
な

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と　こ　ろと　　　き

市民生協富良野店
１０：００～１３：００

１２日�
１４：００～１６：００

ふらの農協山部支所１０：００～１１：４０
１３日�

旭川信金富良野支店１３：００～１６：００
富良野商工会議所前１０：００～１４：００

１４日�
富良野緑峰高校１４：２０～１６：００
富良野市役所１０：００～１４：００

１７日�
新富良野プリンスホテル前１４：３０～１６：００

　

左
記
の
日
程
で
採

血
車「
ひ
ま
わ
り
号
」

が
来
市
し
ま
す
の
で
、

み
な
さ
ん
の
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

�問
 

保
健
課
保
健
予
防
係

�
３
９
‐
２
２
０
０

市
・
道
営
住
宅

             
入
居
者
募
集

◆
受
付
期
間

　
　
　
　
　

５
月　

日�
〜　
�

１０

２１

◆
募
集
戸
数　

６
戸　

◆
入
居
資
格

�
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
方

�
税
金
の
滞
納
が
な
い
方

�
収
入
が
基
準
以
内
の
方

◆
募
集
す
る
住
宅

▽
一
般
向
け
住
宅
・
・
・

４
戸

北
麻
町
４
番

　
（
昭
和　

年
３
D
K
）

４４

北
の
峰
町
６
番

　
（
昭
和　

年
・
３
L
D
K
）

５８

瑞
穂
町
７
番

　
（
平
成
４
年
・
３
L
D
K
）

錦
町
８
番

　
（
平
成　

年
・
３
L
D
K
）

１０

▽
単
身
者
向
け
住
宅
・
・
・

２
戸

北
麻
町
２
・
３
番

　
（
昭
和　

・　

年
・
２
D
K
）

４４

４６

◆
家　

賃

　

入
居
す
る
方
の
収
入
に
よ
り
決

ま
り
ま
す
。

◆
申
込
・
そ
の
他

　

都
市
建
築
課
に
あ
る
申
込
書
に

必
要
な
書
類
（
住
民
票
・
納
税
証

明
書
・
収
入
を
証
明
す
る
書
類
な

ど
）
を
添
え
て
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

�問
 

都
市
建
築
課
建
築
住
宅
係

�
３
９
‐
２
３
１
６

 
く
ら
し

東    山金満緑地太陽の里朝日ヶ丘

５月１日�５月２２日�５月１５日�５月１日�オープン

火・水曜日水・木曜日木・金曜日無 休休 場 日

日の出

～日　没

日の出

～日　没

日の出

～日　没

午前７時

～午後５時
時 間

市内のパークゴルフ場が
 オープンします

問合せ　建設施設課　�２３－３５２４

※金満緑地公園パークゴルフ
場の管理棟（トイレ、休憩所、
自動販売機）の利用につい
ては、午前８時～午後５時
までとなっています。
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 Information くらしの情報

 
催
し

◆
と　

き

　

５
月　

日�
　

午
前
９
時　

分

２８

３０

◆
と
こ
ろ　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

◆
対　

象

　
　

市
内
在
住
で
概
ね　

歳
以
上

６０

◆
参
加
料　

８
０
０
円（
昼
食
込
）

◆
申
込
期
限　

５
月　

日�
　

２４

�問
 

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

�
２
２
‐
２
０
０
１

高
齢
者
囲
碁
大
会

フ
ァ
ミ
リ
ー                

               
コ
ン
サ
ー
ト

　

結
成　

周
年
の
富
良
野
吹
奏
楽

１５

団
で
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
で
要
望
の

多
か
っ
た
曲
や
思
い
出
の
曲
を
中

心
に
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。

◆
と　

き

　

５
月　

日�
　

午
後
６
時
開
演

１５

◆
と
こ
ろ　

文
化
会
館

◆
入
場
料　

無
料

◆
そ
の
他　

団
員
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
高
校
生
以
上
の
方
、
一
緒

に
音
楽
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

�問
 

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ラ
ン
ド
お
お
み
ち

�
２
３
‐
２
２
１
１

市
民
幼
魚
放
流
会

　

ア
メ
マ
ス
な
ど
を
放
流
し
、
魚

の
い
る
空
知
川
に
し
ま
し
ょ
う
。

◆
と　

き

　
　
　

５
月　

日�
　

午
前　

時

２２

１１

◆
と
こ
ろ　

布
部
大
橋
た
も
と

　
（
イ
カ
ダ
下
り
ス
タ
ー
ト
地
点
）

◆
そ
の
他　

小
学
生
以
下
は
保
護

者
と
一
緒
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

�問
 

商
工
観
光
課
観
光
企
業
係

�
３
９
‐
２
３
１
２

山
草
展
示
会

◆
と　

き

　
　
　
　

５
月　

日�
・　

日�

２２

２３

　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

◆
と
こ
ろ　

文
化
会
館

◆
そ
の
他　

苗
の
販
売
を
し
ま
す
。

�問
 

富
良
野
山
草
の
会
事
務
局

�
４
２
‐
２
４
０
７

忘
れ
ず
に
提
出
を

児
童
手
当
認
定
請
求
書

　

所
得
制
限
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、

児
童
手
当
を
受

け
て
い
な
い
方

（
公
務
員
は
除

く
）
は
、
認
定

請
求
書
の
再
提

出
を
お
願
い
し

ま
す
。　

◆
提
出
期
限　

５
月　

日�
２８

◆
提
出
先　

市
民
課
・
山
部
支
所
・
東
山
支
所

�問
 

市
民
課
医
療
給
付
係　

�
３
９
‐
２
３
０
１

青
少
年
育
成
補
助
事
業

◆
補
助
対
象
事
業

・
集
団
生
活
を
通
し
、
社
会
性
や

連
帯
感
を
養
う
事
業

・
富
良
野
の
自
然
や
歴
史
、
文
化

を
理
解
し
、
郷
土
を
愛
す
る
心
を

養
う
事
業

・
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
健
康
の
増
進
や

豊
な
生
活
化
を
図
る
事
業

◆
補
助
額

・
事
業
実
施
の
た
め
の
備
品
購
入

に
対
し
て
２
分
の
１
以
内
（
上
限

　

万
円
）

１０◆
提
出
期
限　

５
月　
�
ま
で

３１

�問
 

社
会
教
育
課

�
２
３
‐
３
５
４
５

◆
と　

き

　
　
　

５
月
８
日�
　

午
前
７
時

◆
と
こ
ろ　

朝
日
ヶ
丘
公
園

◆
集　

合　

文
化
会
館
前

◆
そ
の
他　

小
学
生
以
下
は
保
護

者
と
一
緒
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

�問
 

富
良
野
市
博
物
館

�
４
２
‐
２
４
０
７

春
の

　

早
朝
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

ふ ら のふ ら の
フフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフファァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーママママママママママママママママママママママママママママママママーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズママママママママママママママママママママママママママママママママーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッファーマーズマーケットトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトト

日日曜曜市市 参参加者募集加者募集

ふらのまちづくり会社では、
農業者のみなさんが直接消
費者に地元農産物・農産加工品などを販売し、
生産者と消費者、商工業者などが連携をすす
め地産地消と中心市街地の活性化を図る場
として「ふらのファーマーズマーケット・日
曜市」を開催します。

日　程　　6月上旬より１０月末までの毎週日
　　　　　曜日（全２２回を予定）

場　所　   ふらの農協本所前

資　格　　ふらの農協管内の農林畜産業者
　　　　　などで、自ら生産した農産物・農
　　　　　産加工物などを自ら販売できる
　　　　　グループ及び個人

参加料　　１回１区画あたり１,０００円

参加条件　運営委員会に入り自主的な企画・
　　　　　運営に参加していただきます。

申込期限　５月１５日�

問合せ・申込み

ふらのまちづくり会社　�２２‐３５５５
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募
集

 
試
験

方
。

◆
試
験
科
目　

食
文
化
概
論
・
衛

生
法
規
・
公
衆
衛
生
学
・
栄
養
学
・

食
品
学
・
食
品
衛
生
学
及
び
調
理

理
論
の
筆
記
試
験

◆
願
書
提
出
先　

富
良
野
保
健
所

◆
願
書
受
付
期
間

　
　

５
月　

日�
〜
６
月
４
日�

３１

�問
 

富
良
野
保
健
所

�
２
３
‐
３
１
６
１

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ク
ラ
ブ

サ
ハ
リ
ン
地
域

　
　
　
　
（
樺
太
）
墓
参

◆
実
施
期
間

　
　
　
　

８
月　

日�
〜　

日�

２２

２７

◆
墓
参
地
域　

８
地
域

ユ
ジ
ノ
サ
ハ
リ
ン
ス
ク（
旧
豊
原
）、

コ
ル
サ
コ
フ
（
旧
大
泊
）、
ア
ニ
ワ

（
旧
留
多
加
）、
ホ
ル
ム
ス
ク
（
旧

真
岡
）、
チ
ェ
ホ
フ
（
旧
野
田
）、

ト
マ
リ
（
旧
泊
居
）、
ネ
ベ
リ
ス
ク

（
旧
本
斗
）、
ゴ
ル
ノ
ザ
ボ
ー
ツ
ク

（
旧
内
幌
）

◆
定　

員　
　

名
１０

◆
対　

象

　

次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
方

（
た
だ
し
、過
去
に
こ
の
墓
参
に
参

加
し
た
方
お
よ
び
そ
の
親
族
は
除

調
理
師
試
験

◆
試
験
日　

8
月　

日�
２６

　
　

午
後
１
時　

分
〜
午
後
４
時

３０

◆
試
験
地　

滝
川
市

◆
受
験
資
格

　

義
務
教
育
を
修
了
し
、
飲
食
物

を
調
理
し
提
供
す
る
寄
宿
舎
・
学

校
・
病
院
な
ど
の
施
設
や
飲
食
店

営
業
・
魚
介
類
販
売
業
者
も
し
く

は
惣
菜
製
造
業
に
該
当
す
る
営
業

に
て
、
６
月
４
日
ま
で
に
２
年
以

上
調
理
の
業
務
に
従
事
し
て
い
る

 
講
座

　

富
良
野
芸
術
文
化
事
業
協
会
で

は
、
プ
ロ
に
よ
る
「
オ
カ
リ
ナ
奏

法
の
基
本
と
ポ
イ
ン
ト
」
の
講
習

会
を
開
催
し
ま
す
。

◆
と　

き

　
　
　

５
月　

日�
　

午
後
６
時

２６

◆
と
こ
ろ　

文
化
会
館

◆
必
要
な
物　

　
　

オ
カ
リ
ナ

◆
受
講
料

　
　

２
０
０
０
円

◆
申　

込

　

５
月　

日�
ま
で
に
文
化
会
館

２１

に
電
話
で
申
し
込
み
下
さ
い
。

�問
 

文
化
会
館�

２
３
‐
３
５
４
５

オ
カ
リ
ナ
奏
法
講
習
会

き
ま
す
）。

�
北
海
道
内
に
居
住（
住
民
登
録
）

さ
れ
て
い
る
方

�
サ
ハ
リ
ン
地
域
（
樺
太
）
に
埋

葬
ま
た
は
納
骨
さ
れ
て
い
る
方
の

配
偶
者
お
よ
び
三
親
等
内
の
親
族

�
旅
行
に
耐
え
ら
れ
る
健
康
状
態

に
あ
る
方

◆
そ
の
他　

　

定
期
航
空
路
の
日
程
に
よ
り
、

実
施
期
間
を
変
更
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

�問
 

北
海
道
保
健
福
祉
部
保
護
課
援

護
グ
ル
ー
プ

�
０
１
１
‐
２
３
１
‐
４
１
１
１

　
　
（
内
線　

２
５
‐
８
２
４
）

　

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
楽
し
み
た
い

方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◆
練
習
日　

毎
週
水
・
金
曜
日

　
　
　
　
　

午
前　

時
〜
正
午

１０

◆
練
習
場
所

　
　
　
　
　

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

�問
 

富
良
野
シ
ャ
ト
ル

高
畑
さ
ん　
�
２
２
‐
２
２
５
０

新
田
さ
ん　
�
４
４
‐
２
１
８
５

季刊  富良野塾  創刊
富良野塾は、１９８３年の創立から２０
年目の春を迎えました。これを機
に年４回発行の情報誌を創刊。い
ろいろな角度から切り取った「富
良野塾」をお届けします。

発　行　年４回（季刊）
年間購読　１,６００円（税込）
申込方法　郵便局で振込みをしてください
振込先　口座番号　０２８００‐６‐４０３７
　　　　加入者名　Ｆ.Ｃ.Ｓ.
　　　　通信欄
　　　　　季刊「富良野塾」年間購読申込み
　　　　　住所・氏名・電話番号を記入
取扱所(予定)　「北の国から」資料館・観光協会
　　　　　　※１部４００円で販売します
問合せ　富良野塾　�３９‐９１３３

若若若若若若若若若若若若若若若若若若若若若若若若若若若若若若若若若松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民駐駐駐駐駐駐駐駐駐駐駐駐駐駐駐駐駐駐駐駐駐駐駐駐駐駐駐駐駐駐駐駐駐車車車車車車車車車車車車車車車車車車車車車車車車車車車車車車車車車場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場ののののののののののののののののののののののののののののののののの閉閉閉閉閉閉閉閉閉閉閉閉閉閉閉閉閉閉閉閉閉閉閉閉閉閉閉閉閉閉閉閉閉鎖鎖鎖鎖鎖鎖鎖鎖鎖鎖鎖鎖鎖鎖鎖鎖鎖鎖鎖鎖鎖鎖鎖鎖鎖鎖鎖鎖鎖鎖鎖鎖鎖
5月１０日から若松町市民駐車場が閉鎖と5月１０日から若松町市民駐車場が閉鎖と
なります。現在利用されている方は、放なります。現在利用されている方は、放
置されないようお願いいたします。置されないようお願いいたします。

問問合せ 財政課管財係合せ　財政課管財係

��３９－２３０６３９－２３０６



19 こうほう No.512

くらしの情報 Information

 
こ
ど
も

◆
休
館
日

定
期
休
館　

毎
週
月
曜
日

祝
日
休
館　

３
日�
憲
法
記
念
日

　
　
　
　
　

４
日�
国
民
の
休
日

　
　
　
　
　

５
日�
こ
ど
も
の
日

振
替
休
館　

６
日�

整
理
休
館　
　

日�
２８

◆
今
月
の
行
事

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
・
映
画
・

　
　

手
づ
く
り
紙
し
ば
い
の
集
い

 
図
書
館

　

５
月
８
日�
　

午
前　

時　

分

１０

３０

富
良
野
高
校
合
同
展

　

５
月　

日�
〜
６
月
２
日�

２２

　

午
後
４
時
ま
で

◆
新
着
図
書

《
児
童
書
》

あ
ゆ
み

　
　
　
　

�作
 

し
ん
や　

ひ
ろ
ゆ
き

い
つ
ま
で
も
ベ
ス
ト
フ
レ
ン
ド

�作
 

サ
ラ　

デ
ッ
セ
ン　

き
み
が
し
ら
な
い
ひ
み
つ
の
三
人

�作
 

ヘ
ル
メ　

ハ
イ
ネ　

ゴ
ン
タ
と
カ
ン
タ

�作
 

つ
ち
だ　

よ
し
は
る

《
一
般
書
》

イ
タ
リ
ア
幻
想
曲

�作
 

内
田　

康
夫　
　
　

愛
の
伝
説
・
釧
路
湿
原

�作
 

西
村　

京
太
郎　
　

あ
た
し
の
夜

　
　
　
　

�作
 

山
本　

音
也

恋
な
ん
て
、
少
し
不
幸
ぐ
ら
い
が

ち
ょ
う
ど
い
い

　
　
　
　

�作
 

唯
川　

恵

刀　
　
　

�作
 

辻　

仁
成

大
久
保
彦
左
衛
門

�作
 

津
本　

陽　
　
　
　

宇
田
川
心
中

　
　
　
　

�作
 

小
林　

恭
二

※
他
に
も
新
刊
書
を
そ
ろ
え
て
い

ま
す
。

�問
 

図
書
館　
�
２
２
‐
３
０
０
５

◎
児
童
館
合
同
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

市
内
児
童
館
５
館
合
同
に
よ
る

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
き
ま
す
。

◆
と　

き　

　
　
　

５
月　

日�
　

午
前　

時

２２

１０

◆
と
こ
ろ　

桂
木
児
童
セ
ン
タ
ー

み
ん
な
の
児
童
館

◆
内　

容　

お
化
け
屋
敷
と
ダ
ー

ツ
、
だ
が
し
や
さ
ん
、
手
づ
く
り

コ
ー
ナ
ー
（
木
の
工
作
、
ア
イ
ロ

ン
ビ
ー
ズ
）、わ
た
あ
め
づ
く
り
な

ど◆
申　

込　

５
月　

日�
ま
で
に

１２

各
児
童
館
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

�問
 

児
童
家
庭
課
児
童
家
庭
係

�
３
９
‐
２
２
２
３

◎
児
童
館
の
開
館

　

市
内
の
５
つ
の
児
童
館
は
誰
で

も
自
由
に
利
用
が
で
き
ま
す
。

◆
開
館
時
間

・
月
〜
金
曜
日  
午
後
１
時
〜
５
時

・
土
曜
日  
午
前　

時
〜
午
後
５
時

１０

緑　

町　
　
�
２
２
‐
３
３
７
０

北
の
峰　
　
�
２
３
‐
４
８
０
４

麻　

町　
　
�
２
３
‐
２
９
７
７

桂　

木　
　
�
２
２
‐
３
７
９
２

東　

部　
　
�
２
３
‐
５
１
２
９

人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

住
民
講
座

　

人
材
開
発
セ
ン
タ
ー
で
は
パ
ソ

コ
ン
を
使
っ
た
講
座
を
開
催
し
て

い
ま
す
。

◎
ワ
ー
ド
上
級
コ
ー
ス　

◆
と　

き　

６
月
１
日
・
３
日
・

　
　
　

８
日
・　

日
（
火
・
木
）

１０

　
　

午
後
６
時　

分
〜
８
時　

分

３０

３０

◆
定　

員　
　

名
１０

◆
受
講
料　

６
０
０
０
円

◎
エ
ク
セ
ル
中
級
コ
ー
ス

◎
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
コ
ー
ス

◆
と　

き　

６
月　

日
・　

日
・

１５

１７

　
　
　
　

日
・　

日
（
火
・
木
）

２２

２４

　
　

午
後
６
時　

分
〜
８
時　

分

３０

３０

◆
定　

員　

各　

名
１０

◆
受
講
料　

各
７
０
０
０
円　

�問
 

人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

　
�
２
２
‐
２
６
１
９

対 象助 成 額 ・ 率事 業 内 容 と 助 成 要 件事 業 名

�と�は農業生
産法人、営農集団、
女性グループ
�は認定農業者

�と�は機械・施設
などの整備費用の
１/２以内
�は種子・苗代の
１/５以内

�地産地消、産業クラスターなどの多角的展開に必要な施設の取得（共同
　直売など）
�農畜産物の付加価値向上に向けた加工機械などの取得（乳製品、豆腐な
　ど）
�新規作物を取り入れた経営の多角化の取り組み

経営多角化
支 援 事 業

農業生産法人・
営農集団
申込期限
５/２０�まで

機械・施設などの整
備費の１/２以内

�地域農業の核となる公益的な機能を目ざす法人経営の育成・確立を図る
　ために必要な機械・施設などの取得
�土づくりやほ場改善などを目的にした機械・施設などの取得
�は種、収穫作業などを効率的、効果的に行う農業用機械などの取得
�畜舎内の衛生環境などの改善に向けた機械・施設などの取得

地域営農支援
システム事業

農協・農業者

�は事業費の２０％
以内
�は借上料の１/２
以内、暗渠工事の資
材費の１/４以内

�心土破砕推進型～心土破砕工事の事業費
�簡易ほ場改善推進型～国・道の事業では対象にならない簡易な土地改良
　（暗渠・明渠・客土・除レキ）に必要な土木機械（バックホーなど）の
　借上げ

ほ 場 改 善
促 進 事 業

農業者のみなさん

平成１６年度の農業関連補助事業をお知らせします
問合せ
農林課農畜産振興係

�３９-２３０９
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くらしの情報  Information

最近のものであればテーマは自由募集写真

サービス判以上サ イ ズ

６月号…５月１４日�金 　※７月号は６月１５日�火 締め切り

①住所②氏名（ふりがな）③電話番号を添えて持参、また
は郵送。応募方法

企画振興課・支所・カメラのサトー・カメラのフクシ・カ
メラのヤスダ・写真のフタバ・写真工房ふらの・フォトセ
ンターミムラ

提 出 先

写真は横位置で撮ったもの。デジタルカメラの場合はプリ
ントしたもので応募してください。採用された方は、ネガ・
メディアなどをお借りします（ない場合は結構です）。写真
は返却します。
※特集などにより掲載できない場合もあります。

そ の 他

公募による審査委員が決定します。
採用者には六ツ切写真をプレゼントします。選 考

富良野市弥生町１番１号 市役所２階
企画振興課広聴広報係 �３９‐２３０４

問合せ・
応 募 先

国
民
年
金
保
険
料
を

コ
ン
ビ
ニ
で
納
付
で
き
ま
す

　

4
月
以
降
に
送
付
さ
れ
る
納
付

書
で
は
、
国
民
年
金
保
険
料
を
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
納
付
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

夜
間
・
休
日
で
も
保
険
料
を
納

め
る
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
便
利

に
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
一
部
利
用
で
き
な
い
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
も
あ
り
ま

す
の
で
、
納
付
書
の
裏
を
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

『
年
金
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
』を
ご

利
用
く
だ
さ
い

　

社
会
保
険
事
務
所
で
は
、
増
加

す
る
年
金
相
談
に
対
す
る
サ
ー
ビ

ス
向
上
を
目
的
に
、
電
話
に
よ
る

年
金
相
談
を
専
門
に
行
う
窓
口
と

し
て
、「
年
金
電
話
相
談
セ
ン

タ
ー
」
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
気

軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

旭
川
社
会
保
険
事
務
所

年
金
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー

�
０
１
６
６
‐
２
５
‐
１
１
６
５

�
０
１
６
６
‐
２
５
‐
４
１
６
５

◆
相
談
時
間

　
　

午
前
8
時　

分
〜
午
後
５
時

30

◆
相
談
内
容　

○
厚
生
年
金
・
国
民
年
金
に
関
す

 
年
金

 
そ
の
他

る
年
金
相
談

○
年
金
請
求
な
ど
に
関
す
る
各
種

届
出
用
紙
の
送
付

※
障
害
年
金
に
関
す
る
相
談
や
国

民
年
金
の
保
険
料
に
関
す
る
相
談

は
、
お
近
く
の
社
会
保
険
事
務
所

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

保
険
料
の
お
支
払
い
は        

                 
お
忘
れ
な
く

�問
 

市
民
課
国
保
年
金
係

�
３
９
‐
２
３
０
１

　

建
築
物
・
工
作
物
を
解
体
、
新

築
す
る
場
合
な
ど
で
一
定
規
模
以

上
の
工
事
に
つ
い
て
は
、
特
定
建

設
資
材
廃
棄
物
を
基
準
に
従
っ
て

工
事
現
場
で
分
別
し
、
再
資
源
化

す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
、
工

事
施
工
予
定
の
７
日
前
ま
で
に
届

け
出
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
次

の
期
間
全
国
一
斉
に
パ
ト
ロ
ー
ル

を
実
施
し
ま
す
。

◆
期　

間

　
　
　
　

５
月　

日�
〜　

日�

１７

２１

◆
内　

容

�
届
出
書
が
出
さ
れ
て
い
る
か

�
分
別
・
解
体
な
ど
が
適
正
に
行

わ
れ
て
い
る
か

�
再
資
源
化
な
ど
が
適
正
に
行
わ

れ
て
い
る
か

�
許
可
を
受
け
た
業
者
に
よ
る
施

工
か

◆
対
象
と
な
る
建
設
工
事
の
規
模

建
築
物
解
体

　

延
べ
床
面
積　
　

㎡
以
上

８０

建
築
物
の
新
築
・
増
築

　

延
べ
床
面
積　

５
０
０
㎡
以
上

建
築
物
の
修
繕
・
模
様
替
え

　

施
工
金
額　

１
億
円
以
上

そ
の
他
工
作
物
に
関
す
る
工
事

　

施
工
金
額　

５
０
０
万
円
以
上

�問
 

都
市
建
築
課
建
築
住
宅
係

�
３
９
‐
２
３
１
６

建
設
リ
サ
イ
ク
ル
法
に
関
す

る
全
国
一
斉
パ
ト
ロ
ー
ル

デジタル掲示板を設置しました

市役所ロビーに「デジタル
掲示版」が設置されました。
総事業費は４５５万円、全額
が補助となっています。今
後はより多くの情報を提
供できるよう、活用してい
きます。
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年
を
と
る
に
つ
れ
体
力
は
衰
え

て
く
る
も
の
で
す
が
、
そ
の
原
因

は
老
化
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

年
を
と
る
と
一
般
的
に
か
ら
だ
を

動
か
す
機
会
が
減
る
、
つ
ま
り
運

動
不
足
と
な
る
こ
と
が
持
久
力
、

筋
力
な
ど
を
低
下
さ
せ
、
体
力
の

低
下
を
全
体
的
に
加
速
さ
せ
る
の

で
す
。

　

老
化
は
あ
る
程
度
仕
方
あ
り
ま

せ
ん
が
、
日
常
生
活
の
中
で
運
動

す
る
機
会
を
意
識
し
て
増
や
す
よ

う
に
す
れ
ば
、
体
力
低
下
の
速
度

を
遅
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で

す
。
行
う
の
は
、
か
ら
だ
に
無
理

を
か
け
ず
に
行
え
る
運
動
で
、
そ

の
中
の
一
つ
に
水
中
運
動
も
あ
り

ま
す
。

水
中
運
動
の
特
性

●
陸
上
で
の
運
動
に
不
安
の
あ
る

人
で
も
楽
に
運
動
が
で
き
る

水
中
で
は
か
ら
だ
が
浮
き
、
浮
力

の
分
だ
け
体
重
が
軽
く
な
る
た
め
、

下
半
身
や
骨
・
関
節
に
か
か
る
負

担
が
軽
く
な
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、

筋
力
が
弱
い
人
、
腰
や
膝
を
痛
め

て
い
る
人
で
も
楽
に
運
動
を
行
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
泳
げ
な
く
て
も
楽
し
く
で
き
る

　

水
中
運
動
は
ほ
と
ん
ど
立
っ
た

ま
ま
の
姿
勢
で
行
い
ま
す
か
ら
、

泳
げ
な
い
人
で
も
、
楽
し
み
な
が

ら
運
動
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

水
中
運
動
の
効
果

●
筋
力
が
強
化
さ
れ
る

●
関
節
の
可
動
域
（
動
く
範
囲
）

が
広
が
る

●
肥
満
を
解
消
ま
た
は
予
防
す
る

●
呼
吸
機
能
が
高
ま
り
心
臓
が
強

く
な
る

●
生
活
習
慣
病
を
予
防
・
改
善
す

る●
血
行
が
促
進
さ
れ
る

●
肩
こ
り
・
膝
痛
・
腰
痛
が
改
善

す
る

●
体
温
調
節
機
能

が
高
ま
り
温
度
変

化
に
強
く
な
る

●
か
ら
だ
の
バ
ラ

ン
ス
調
整
能
力
が

高
ま
る

水
中
運
動
の
種
類

水
中
運
動
に
は
、
水
中
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
や
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
ア

ク
ア
ビ
ク
ス
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

水
中
運
動
は
、
水
中
運
動
指
導
者

の
指
導
に
よ
り
行
わ
れ
ま
す
が
、

水
中
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
は
一
人

で
も
気
軽
に
楽
し
め
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
い
ろ
い
ろ
な
効
果

が
あ
る
水
中
運
動
で
す
が
、
重
い

心
臓
病
な
ど
何
か
治
療
中
の
病
気

が
あ
る
人
は
主
治
医
に
相
談
し
て

運
動
し
て
よ
い
か
判
断
し
て
も
ら

い
ま
し
ょ
う
。
み
な
さ
ん
も
水
中

運
動
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

お元気ですか　保健師です

●水中運動で体力アップ

ＱA ダイヤル交換市

消費生活センター 　�３９‐１１６６
月～金曜日 午前１０時～午後４時

※相談窓口・ダイヤル交換市は

ダイヤル交換市
「
お
子
さ
ん
の
高
校
の
卒

業
者
名
簿
を
作
成
し
た
い

の
で
住
所
を
教
え
て
く
だ
さ

い
」
と
高
校
の
事
務
員
を
名
乗

る
人
か
ら
電
話
が
あ
り
、
家
族

の
者
が
う
っ
か
り
教
え
て
し

ま
っ
た
。
気
に
な
っ
た
の
で
高

校
の
事
務
の
人
に
直
接
確
認
し

て
み
た
が
、
そ
の
よ
う
な
名
前

の
職
員
は
い
な
い
と
言
わ
れ
た
。

今
後
何
か
あ
る
の
か
と
て
も
不

安
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
事
例
の
他
に

も
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に

寄
せ
ら
れ
る
相
談
と
し
て
、
親

し
げ
に
友
人
を
装
い
「
同
窓
会

が
あ
る
か
ら
」「
携
帯
を
無
く
し

て
番
号
が
分
か
ら
な
く
な
っ
た

か
ら
」
と
か
「
年
金
セ
ン
タ
ー

で
す
が
確
認
し
た
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
」
な
ど
と
い
っ
た
も
の

が
あ
り
ま
し
た
。

　

悪
質
な
業
者
は
あ
ら
ゆ
る
方

法
で
巧
み
に
個
人
の
情
報
を
聞

き
出
そ
う
し
ま
す
。
聞
き
出
し

た
情
報
を
も
と
に
勧
誘
や
高
額

な
商
品
の
販
売
な
ど
を
行
い
ま

す
。
見
知
ら
ぬ
業
者
か
ら
突
然

勧
誘
を
受
け
不
愉
快
な
思
い
を

し
な
い
た
め
に
も
、
不
用
意
に

個
人
の
情
報
を
教
え
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。
怪
し
い
な
と

思
っ
た
ら
、
相
手
の
話
は
聞
か

ず
に
す
ぐ
電
話
を
切
り
ま
し
ょ

う
。
個
人
の
情
報
が
悪
質
な
業

者
に
不
正
に
入
手
さ
れ
な
い
よ

う
、
一
度
対
処
の
方
法
を
家
族

で
話
し
合
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

不
審
に
思
っ
た
ら
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

消
費
者
相
談 
Ｑ
＆
Ａ

子
ど
も
の
住
所
を
う
っ
か
り
！

捨てる前にちょっと考えてみませ
んか？あなたがいらなくなったも
のを必要としている人がいます。
◆登録・希望は随時受け付けます。
◆登録期間は６カ月です。

 譲ります 
�家庭用遠赤外線サウナ�マッ
サージチェア�シングルベッド�
折りたたみ座椅子�１４型テレビ�
ルームランナー�押し入れ棚�ラ
ンドセル（赤）�チャイルドシート
�デジタルカメラ

 譲ってください 
�はた織機�工業用ミシン�ベ
ビーベッド�２段ベッド�剣道防
具一式�アップライトピアノ�お
むつカバー�風呂釜�デスクトッ
プパソコン�ミシン



先生のお話しちゃんと聞けるよ
扇山小学校の入学式で、ちょっと緊張気味の新１年生
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こうほう                           平成16年5月号
                                                                         №５１2 ■今回の人事異動で広報を

卒業することになりました。
取材などで協力してくだ
さったみなさん、ありがと
うございました。5月号から
新担当者になりましたが、
今後もご協力をお願いしま
す。（ひ）

編集後記◆◆◆
■４月の人事異動で広報の
担当になり、初めて携わっ
た広報５月号が発行されま
す。自分の書いた記事が
２５,０００人の市民の目に触れ
ると思った瞬間めまいが…
取材でお邪魔したときには
よろしくお願いします（と）


